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山
鹿
素
行
の
「
陶
冶
性
」
理
解
と
発
達
観

─
─
四
書
解
釈
と
「
五
行
」
説
と
の
関
連
を
中
心
に
─
─

内
　
山
　
宗
　
昭

　

序

　

山
鹿
素
行
（
一
六
二
二
～
一
六
八
五
）
の
教
育
論
に
お
け
る
人
間
の
陶
冶
性

に
関
す
る
見
解
に
つ
い
て
、
拙
稿
「
山
鹿
素
行
の
「
陶
冶
性
」
理
解
に
関
す
る

考
察
―
気
質
変
化
の
解
釈
と
素
質
論
を
中
心
に
―
」１

で
考
察
を
試
み
た
。
そ
こ

で
は
主
に
、
素
行
の
陶
冶
性
に
関
す
る
見
解
を
そ
の
著
『
四
書
句
読
大
全
』
よ

り
検
討
し
、「
四
書
」
に
お
け
る
人
間
の
陶
冶
性
に
関
連
す
る
記
述
の
う
ち
素

行
が
再
三
引
用
し
て
そ
の
解
釈
を
加
え
て
い
る
部
分
に
つ
い
て
取
り
上
げ
、
該

当
記
述
の
解
釈
・
理
解
の
特
徴
を
通
し
て
考
察
し
た
。『
論
語
』
を
中
心
に
、『
大

学
』
の
記
述
を
合
わ
せ
て
、
該
当
箇
所
の
素
行
の
解
釈
の
あ
り
方
か
ら
素
行
の

気
質
変
化
論
に
お
け
る
人
間
の
陶
冶
性
の
と
ら
え
方
の
特
徴
を
み
た
。

　

そ
こ
か
ら
、
さ
ら
に
特
に
そ
の
人
間
形
成
上
の
素
質
の
問
題
、
す
な
わ
ち
素

質
論
に
焦
点
を
あ
て
素
行
の
特
徴
を
考
察
す
る
こ
と
に
及
ん
だ
。
そ
し
て
、
素

行
の
陶
冶
性
に
関
す
る
見
解
が
発
達
段
階
へ
の
関
心
へ
と
強
く
関
係
す
る
と
こ

ろ
に
大
き
な
特
色
を
持
つ
と
指
摘
し
た
。
素
行
の
発
達
段
階
説
自
体
は
、
こ
れ

も
既
に
考
察
し
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
、
で
は
、
ど
の
よ
う
な
論
を
も
っ
て
、

発
達
へ
の
問
題
関
心
と
連
接
し
て
ゆ
く
の
か
と
い
う
詳
細
を
検
討
す
る
こ
と
を

本
稿
で
の
目
的
と
し
た
い
。
特
に
、
素
行
の
陶
冶
性
の
解
釈
と
人
間
の
発
達
観

に
関
し
て
は
「
五
行
」
説
が
大
い
に
関
わ
っ
て
い
る
。
そ
れ
を
如
何
に
展
開
し

て
、
発
達
の
具
体
相
に
結
び
付
け
て
考
え
て
い
る
か
と
い
う
問
題
に
も
言
及
し

た
い
。

　

ま
た
、
陶
冶
性
の
見
解
を
主
に
『
論
語
』『
大
学
』
で
の
関
係
部
分
を
中
心

に
考
察
し
た
際
に
、
各
々
の
該
当
記
述
に
関
わ
っ
て
、
そ
の
趣
旨
が
関
係
す
る

と
素
行
が
判
断
し
て
、
合
わ
せ
て
『
中
庸
』
並
び
に
『
孟
子
』
か
ら
も
頻
繁
に

引
用
し
解
釈
を
加
え
て
記
述
し
て
い
る
た
め
既
に
取
り
上
げ
た
問
題
が
多
く
あ

る
も
の
の
、
こ
こ
で
は
補
足
的
に
『
四
書
句
読
大
全
』
で
の
『
中
庸
』『
孟
子
』

の
該
当
記
述
よ
り
、
陶
冶
性
論
に
関
し
て
な
お
検
討
を
加
え
て
お
く
べ
く
、
先

ず
、
そ
れ
よ
り
取
り
上
げ
る
こ
と
と
す
る
。
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一　

気
質
変
化
論
の
古
典
か
ら
の
解
釈

―
『
中
庸
』『
孟
子
』

　

素
行
は
、
そ
の
著
『
四
書
句
読
大
全
』
に
お
け
る
『
中
庸
』
解
釈
の
中
で
、

人
間
の
陶
冶
性
に
関
し
て
、「
知
者
」「
愚
者
」「
賢
者
」「
不
肖
者
」
の
差
異
を

如
何
に
み
る
か
と
い
う
件
に
際
し
て
、「
道
者
率
性
而
已
。
…
…
以
至
変
化
気

質
也
。」２

と
述
べ
て
い
る
。
素
質
論
と
し
て
資
質
の
差
異
を
認
め
て
い
る
素
行

で
あ
る
が
、
教
化
・
教
育
に
よ
っ
て
気
質
変
化
す
る
こ
と
を
重
視
す
る
。

　
『
中
庸
』
の
「
生
知
」「
学
知
」「
困
知
」
も
ま
た
、
素
質
論
と
陶
冶
論
に
関

連
し
て
頻
繁
に
取
り
上
げ
ら
れ
る
引
用
部
分
で
あ
る
が
、
素
行
は
「
知
行
因
気

稟
有
如
斯
之
難
易
。
而
及
其
至
則
一
也
。
蓋
至
道
之
教
。
在
以
致
知
為
先
也
。」３

と
し
、
ま
た
「
生
知
」
を
本
有
観
念
と
し
て
の
善
性
と
と
ら
え
る
説
に
対
し
て

否
定
を
す
る
の
で
あ
り
、「
聖
人
論
人
品
。
唯
主
気
質
。
不
以
性
論
之
。
論
語

所
謂
上
・
次
・
又
其
次
・
下
愚
之
四
等
。
及
上
知
下
愚
之
対
説
。
此
節
之
三
等
。

皆
可
謀
倂
考
之
。
皆
是
就
気
質
。
有
此
差
等
来
也
。
如
生
知
是
上
智
而
與
下
愚

相
対
之
質
也
。
推
此
等
之
説
。
則
無
可
論
天
命
気
質
之
性
。
假
因
先
儒
之
説
。

為
性
同
。
亦
因
質
有
此
差
等
了
。
乃
不
可
期
性
論
之
。」４

と
述
べ
る
。

　
『
中
庸
』「
雖
愚
必
明
。
雖
柔
必
強
。」
の
解
釈
も
同
様
、
本
有
観
念
に
関
し

て
否
定
す
る
立
場
を
強
調
し
て
い
る
。５

　

さ
て
『
孟
子
』
に
お
け
る
記
述
に
関
し
て
は
如
何
に
と
ら
え
ら
れ
て
い
る
か
。

『
孟
子
』「
尽
心
」
篇
の
「
人
之
所
不
学
而
能
者
。
其
良
能
也
。
所
不
慮
而
知
者
。

其
良
知
也
。
孩
提
之
童
。
無
不
知
愛
其
親
也
。
及
其
長
也
無
不
知
敬
其
兄
也
。」

の
解
釈
に
つ
き
、「
孩
提
。
二
三
歳
之
間
。
知
孩
笑
可
提
抱
者
也
。」、
二
、
三

歳
と
解
説
し
、
ま
た
、
乳
幼
児
の
時
期
と
も
み
て
い
る
。６

こ
こ
で
、
発
達
の
上

で
の
「
良
知
良
能
」
と
解
釈
す
る
点
が
看
取
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
「
良

知
良
能
」
が
本
有
観
念
と
解
釈
す
る
こ
と
を
否
定
し
、「
俗
学
有
宗
良
知
良
能

之
徒
、
甚
非
孟
子
之
心
。
此
章
所
謂
良
知
良
能
者
。
人
皆
有
不
忍
之
心
之
意
。

而
孩
提
之
童
。
亦
有
仁
義
之
情
。
故
結
以
達
之
天
下
。
若
不
可
達
之
天
下
。
則

豈
聖
人
之
道
乎
。」７

と
述
べ
、
こ
の
関
連
箇
所
と
し
て
『
孟
子
』
の
「
大
人
者
。

不
失
其
赤
子
之
心
者
也
。」
の
「
赤
子
之
心
」
は
「
至
誠
無
息
也
。
孟
子
所
謂

良
知
良
能
也
。」
と
し
て
い
る
が
、
い
ず
れ
も
本
有
観
念
と
し
て
の
解
釈
を
と

ら
な
い
と
表
明
し
て
い
る
の
で
あ
る
。８　

　

そ
の
点
で
、『
孟
子
』
の
「
自
暴
自
棄
」
の
語
は
陶
冶
性
に
関
す
る
議
論
で

は
頻
出
の
語
で
あ
る
が
、
素
行
は
、
陶
冶
性
の
あ
る
こ
と
は
、
こ
う
し
て
悪
の

方
向
へ
の
変
化
も
含
む
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
本
有
観
念
の
主
張
は
誤
り
で

あ
る
と
「
自
暴
自
棄
」
の
言
説
を
も
っ
て
指
摘
す
る
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
教

育
・
学
習
の
制
度
・
内
容
・
方
法
が
問
題
に
な
っ
て
く
る
と
い
う
論
は
、
素
行

に
お
い
て
常
に
基
本
的
な
論
旨
の
構
造
で
は
あ
る
が
、
注
意
さ
れ
る
の
は
、
こ

こ
で
は
特
に
、「
謂
吾
身
不
能
者
。
内
有
怠
惰
之
所
勝
。
故
終
自
棄
其
身
也
。

…
…
暴
棄
皆
自
取
之
。
故
曰
自
暴
自
棄
。」９

と
あ
る
よ
う
に
、
教
育
方
法
や
学

習
内
容
の
是
非
、
学
問
の
良
悪
の
問
題
と
は
別
の
、
個
々
人
の
意
志
の
問
題
が

重
要
と
な
る
と
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。　

　
『
孟
子
』「
告
子
」
篇
は
「
性
」
論
の
展
開
に
お
い
て
特
に
重
要
な
部
分
で
あ

る
が
、
そ
こ
に
お
け
る
素
行
の
解
釈
は
一
貫
し
て
い
る
。「
性
善
」
説
を
め
ぐ
っ

て
は
、「
性
」
論
の
展
開
上
、
注
釈
引
用
に
陶
冶
性
を
め
ぐ
る
既
出
の
説
が
取

り
上
げ
ら
れ
、
韓
子
の
三
品
説
と
朱
子
の
解
釈
に
触
れ
る
が
、
そ
の
解
釈
に
対

す
る
素
行
の
批
判
の
趣
旨
の
方
向
は
、
本
有
観
念
の
否
定
と
い
う
点
で
一
貫
し
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て
い
る
。11

人
間
の
個
人
差
を
如
何
に
と
ら
え
る
か
と
い
う
問
題
意
識
を
も
と

に
、「
性
」
に
関
す
る
諸
説
が
取
り
上
げ
ら
れ
る
が
、
陶
冶
性
を
大
き
い
と
み

る
方
向
で
解
釈
す
る
べ
き
と
し
、
そ
れ
が
「
率
性
」
と
い
う
『
中
庸
』
の
解
釈

方
向
と
も
一
致
す
る
と
言
っ
て
い
る
。11

『
孟
子
』
の
「
凡
同
類
者
。
擧
相
似
也
。

何
獨
至
於
人
而
疑
之
。
聖
人
與
我
同
類
者
。」
に
つ
い
て
、
環
境
・
教
育
に
よ
っ

て
変
化
す
る
と
い
う
陶
冶
性
を
説
く
面
で
評
価
し
、
そ
の
陶
冶
へ
の
方
向
を
肯

定
す
る
こ
と
で
「
有
為
則
可
至
聖
人
」
と
解
釈
す
る
の
で
あ
る
。11

　

素
行
の
観
点
は
、「
性
人
之
所
稟
於
天
。
而
有
此
生
。
乃
有
此
知
識
感
通
。」11

と
さ
れ
る
知
覚
と
し
て
の
身
体
の
感
覚
を
媒
介
と
す
る
こ
と
で
、
本
有
観
念
を

否
定
す
る
立
場
を
と
る
こ
と
に
あ
る
。
素
行
説
が
「
性
善
」
を
説
か
ず
「
感
通

知
識
」
を
「
性
」
と
し
て
い
る
こ
と
へ
の
質
問
が
あ
り
、「
凡
自
堯
舜
以
来
至

孔
子
。
不
曰
性
善
。
只
言
人
性
。
是
之
性
體
也
。
…
…
夫
子
所
謂
性
相
近
。
是

指
性
之
體
也
。
…
…
而
人
唯
稟
二
五
之
精
秀
。
故
其
情
有
四
端
。
異
於
萬
物
。

故
所
其
知
識
感
通
。
尤
早
其
善
也
。」11

と
答
え
て
い
る
。
人
間
の
共
通
的
な
「
感

通
知
識
」
に
よ
る
陶
冶
性
こ
そ
が
素
行
の
説
く
と
こ
ろ
で
あ
る
。
素
質
差
は
あ

り
な
が
ら
、
人
間
の
知
覚
に
よ
り
学
習
が
可
能
で
あ
り
、
そ
れ
は
身
体
的
な
発

達
の
面
か
ら
と
ら
え
る
こ
と
の
出
来
る
も
の
で
あ
る
と
の
見
解
に
立
っ
て
い

る
。

　

と
こ
ろ
で
、『
孟
子
』
の
論
旨
の
特
徴
で
あ
る
と
こ
ろ
の
墨
家
、
あ
る
い
は

楊
朱
等
の
道
家
へ
の
反
駁
に
関
し
て
は
、
素
行
は
『
山
鹿
語
類
』
の
中
で
も

「
楊
・
墨
は
戦
国
の
邪
説
に
し
て
、
孟
子
之
を
闢
く
こ
と
尤
も
明
か
な
り
。」11

と

し
て
い
る
の
み
で
、
具
体
的
に
墨
家
の
批
判
に
つ
い
て
は
素
行
自
身
は
多
く
を

述
べ
る
こ
と
は
し
て
い
な
い
。
古
学
を
説
く
関
心
は
別
の
と
こ
ろ
に
あ
っ
た
と

み
る
こ
と
が
出
来
る
。

二　
「
四
書
」
解
釈
と
本
有
観
念
の
問
題

　

素
行
に
お
け
る
、
一
連
の
こ
の
よ
う
な
本
有
観
念
の
否
定
に
も
と
づ
く
陶
冶

性
解
釈
は
、
素
行
の
古
学
期
に
か
け
て
の
思
想
転
回
に
よ
る
も
の
で
あ
る
が
、

「
日
用
」
を
重
視
す
る
世
俗
性
に
よ
る
解
釈
面
が
思
想
の
上
で
の
契
機
と
も

な
っ
て
い
る
。
素
行
の
「
性
」
論
の
本
有
観
念
の
否
定
へ
の
転
換
の
基
底
こ
そ

が
四
教
一
致
期
か
ら
古
学
期
へ
の
転
回
の
過
程
で
あ
り
、
形
而
上
的
・
宗
教
的

な
要
素
を
「
日
用
」
の
観
点
か
ら
払
拭
す
る
に
至
る
わ
け
だ
が
、11

素
行
の
四
教

一
致
期
即
ち
「
儒
・
仏
・
神
道
」
と
「
老
荘
」
思
想
に
傾
倒
し
て
い
た
時
期
に

あ
っ
て
、「
朱
子
学
よ
り
は
老
荘
禅
の
策
略
は
活
達
自
由
に
候
て
、
性
心
の
作

用
天
地
一
枚
の
妙
用
高
く
明
か
成
る
様
に
被
存
候
て
、
何
事
も
本
心
自
性
の
用

所
を
以
て
仕
候
故
、
滞
る
所
無
之
、
…
」11

と
の
観
点
か
ら
評
価
を
し
て
い
た
点

は
、
尚
、
注
意
さ
れ
る
点
で
あ
る
。
素
行
の
四
教
一
致
期
は
、
素
行
に
と
っ
て

は
彼
の
朱
子
学
批
判
を
展
開
す
る
上
で
超
克
す
べ
き
重
要
な
前
段
階
で
あ
っ
た

こ
と
に
な
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
素
行
は
古
学
期
に
お
い
て
、
四
教
一
致
期
の

思
想
の
軸
で
も
あ
っ
た
老
荘
思
想
に
つ
い
て
は
朱
子
学
に
比
し
て
ほ
と
ん
ど
論

じ
る
対
象
と
し
て
い
な
い
。
だ
が
、
以
下
の
よ
う
な
指
摘
か
ら
問
題
点
が
読
み

取
れ
る
。
記
述
の
中
で
、
特
に
人
間
の
性
質
の
動
的
な
側
面
の
評
価
が
あ
り
、

「
其
の
道
を
論
ず
る
に
過
高
の
病
あ
り
て
、
日
用
の
間
に
益
な
く
、
天
下
国
家

の
法
用
な
し
。
凡
そ
天
地
人
物
の
常
変
は
、
唯
虚
静
退
謙
倹
譲
の
み
を
以
て
全

成
せ
ん
や
。」11

と
社
会
的
生
活
の
側
面
や
政
治
の
面
で
活
用
で
き
な
い
と
批
判
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さ
れ
、「
人
物
能
く
動
作
言
動
し
来
り
て
」
と
述
べ
る
よ
う
に
、
人
間
の
生
活

を
常
に
活
動
的
な
も
の
と
と
ら
え
る
特
徴
が
あ
る
。11

そ
の
事
由
に
よ
り
、
老
荘

思
想
の
婉
曲
な
説
述
の
意
味
を
斟
酌
す
る
位
な
ら
、
直
接
に
古
学
に
拠
っ
て
立

ち
そ
の
明
示
的
な
言
明
に
よ
る
べ
き
と
い
う
の
が
素
行
の
主
張
で
あ
っ
た
。

「
老
荘
は
知
者
の
過
ぎ
た
る
な
り
。
老
荘
を
し
て
天
下
を
治
め
し
め
ば
、
天
下

治
平
す
べ
し
。
然
れ
ど
も
其
の
治
平
の
実
な
る
、
教
化
の
篤
き
は
、
他
れ
何
ぞ

能
く
せ
ん
や
。」22

と
述
べ
る
。
そ
れ
は
、
前
述
の
世
俗
性
に
対
す
る
素
行
の
理

解
の
仕
方
に
よ
っ
て
い
る
。「
世
に
応
ず
る
こ
と
を
要
む
」22

点
に
あ
る
よ
う
で

あ
る
。
素
行
は
、
あ
る
点
で
「
老
子
」
を
評
価
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
あ
る
点

で
不
十
分
な
説
と
み
な
し
て
い
る
わ
け
で
、
朱
子
学
批
判
の
論
調
と
は
異
な
っ

て
い
る
点
が
あ
る
。
ま
た
「
老
子
は
道
徳
を
自
得
し
来
る
、
其
の
説
渾
厚
な
り
。

荘
子
は
疎
濶
に
し
て
利
口
に
渡
り
、
老
子
に
及
ば
ざ
る
こ
と
尤
も
遠
し
。」22

と

両
者
を
評
価
す
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
「
其
の
比
喩
談
論
に
は
其
の
好
き
處
あ

る
も
、
道
徳
を
言
ふ
が
如
き
は
、
一
も
聖
人
の
教
に
似
れ
る
こ
と
な
し
。」22

と

結
論
的
に
は
強
く
否
定
す
る
の
で
あ
る
。

　

素
行
が
「
四
書
」
解
釈
を
行
う
と
い
う
作
業
自
体
が
、
素
行
に
と
り
古
学
な

の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
解
釈
上
で
、
古
学
と
し
て
の
儒
学
の
古
典
と
し
て
の
主

旨
は
他
の
思
想
に
比
較
し
て
何
も
の
な
る
か
と
い
う
思
想
を
表
明
す
る
面
で
、

一
貫
し
て
本
有
観
念
の
否
定
を
、
社
会
生
活
、
政
治
へ
の
効
用
、
人
間
を
活
動

的
な
存
在
と
規
定
す
る
観
点
で
行
う
と
こ
ろ
に
特
徴
が
あ
る
。

　

陶
冶
性
の
議
論
に
関
わ
っ
て
は
、「
四
書
」
の
記
述
の
位
置
関
係
は
、
素
行

に
次
の
よ
う
に
理
解
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
よ
う
。『
大
学
』
は
治
国
論
の

中
心
に
あ
っ
て
、
素
行
の
思
想
に
と
っ
て
最
も
重
要
な
古
典
で
あ
る
が
、
目
的

で
あ
る
治
国
を
実
現
す
る
方
途
は
、
人
間
の
個
々
の
陶
冶
性
を
担
保
と
し
て
教

育
効
果
を
期
待
す
る
こ
と
で
あ
り
、
事
物
に
よ
る
感
覚
を
習
わ
す
日
々
の
学
習

を
通
じ
て
の
み
、
子
ど
も
が
漸
次
社
会
化
を
果
た
し
て
ゆ
く
と
み
て
、
長
期
に

わ
た
る
習
慣
形
成
が
そ
の
内
実
を
支
え
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、
そ
の

た
め
に
対
象
を
考
量
し
た
教
育
方
法
の
在
り
方
も
重
要
に
な
る
の
で
あ
り
、
そ

れ
は
漠
然
と
し
た
陶
冶
性
へ
の
信
頼
で
は
な
く
、
幼
少
期
か
ら
の
段
階
を
積
み

重
ね
た
教
育
成
果
に
基
づ
く
も
の
で
あ
り
、
さ
ら
に
具
体
的
に
発
達
段
階
を
考

量
し
た
教
育
方
法
を
と
る
こ
と
で
意
味
を
な
す
も
の
と
考
え
る
の
で
あ
る
。

『
論
語
』
の
記
述
は
、
人
間
の
陶
冶
性
を
極
め
て
大
き
い
と
み
て
教
育
効
果
を

最
大
限
に
期
待
す
る
と
い
う
観
点
を
中
心
に
引
用
さ
れ
る
の
で
あ
り
、『
中
庸
』

も
ま
た
同
様
で
あ
る
。『
孟
子
』
は
「
性
」
論
の
展
開
に
関
係
す
る
た
め
、
人

間
の
陶
冶
性
の
問
題
を
論
じ
る
格
好
の
材
料
と
な
る
が
、
そ
の
解
釈
を
進
め
る

と
こ
ろ
で
、
素
行
は
事
物
の
学
習
の
観
点
、「
日
用
」
に
よ
る
社
会
化
を
『
論
語
』

の
観
点
と
み
る
。
乳
幼
児
期
の
陶
冶
性
の
関
心
か
ら
は
じ
ま
る
発
達
段
階
の
観

点
か
ら
陶
冶
性
の
問
題
を
と
ら
え
直
す
と
い
う
発
達
の
発
想
は
「
四
書
」
に
直

接
す
る
わ
け
で
は
な
く
、
そ
れ
は
別
の
観
点
か
ら
と
み
る
べ
き
だ
が
、
こ
の

「
四
書
」
間
の
み
の
関
係
で
い
え
ば
、『
孟
子
』
を
本
有
観
念
に
基
づ
く
陶
冶
性

評
価
の
観
点
で
解
釈
す
る
こ
と
を
明
確
に
拒
否
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
そ
の
根

拠
は
『
論
語
』
に
は
一
切
、
本
有
観
念
に
基
づ
く
解
釈
が
み
ら
れ
な
い
と
し
て

い
る
こ
と
に
あ
る
の
で
あ
る
。

　
『
中
庸
』
に
お
い
て
も
本
有
観
念
の
解
釈
の
方
向
を
戒
め
る
べ
き
だ
と
し
て

い
る
。『
大
学
』『
論
語
』
の
素
行
と
し
て
の
前
述
の
文
脈
で
読
む
べ
き
と
指
摘

し
て
い
る
。22

『
孟
子
』
自
体
の
評
価
は
「
六
経
の
外
書
籍
の
天
地
間
に
在
る
者
、
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論
語
の
外
に
は
孟
子
あ
り
、
又
以
て
聖
人
の
道
を
言
ふ
に
足
れ
り
。
唯
だ
恨
む

ら
く
は
其
の
辦
に
過
ぎ
論
を
好
み
て
、
太
だ
平
易
な
ら
ざ
る
の
み
。」22

と
述
べ

て
い
る
。「
凡
そ
孟
子
は
大
学
・
論
語
・
中
庸
の
註
脚
な
り
。
学
者
先
づ
大
学
・

論
語
に
於
て
、
的
意
を
立
て
、
而
し
て
後
に
中
庸
・
孟
子
を
読
ま
ば
、
其
の
差

は
ざ
る
に
庶
か
ら
ん
。」22

と
も
あ
る
。

　

素
行
の
「
日
用
」
を
重
視
す
る
世
俗
性
の
観
点
と
は
、『
孟
子
』
解
釈
で
誤

解
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
と
素
行
が
考
え
る
と
こ
ろ
の
本
有
観
念
否
定
と
、
学

習
の
漸
進
、
積
累
の
結
果
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
と
の
考
え
方
に
依
拠
し
て
い

る
。
だ
か
ら
『
論
語
』
に
お
け
る
「
日
用
」
に
解
釈
さ
れ
る
学
習
関
係
の
記
述

を
強
調
す
る
の
で
あ
り
、
た
と
え
ば
、「
民
可
使
由
之
不
可
使
知
之
」
は
、
教

化
は
「
道
を
も
っ
て
俗
と
な
す
」
よ
う
に
し
て
為
さ
れ
る
こ
と
で
効
果
が
あ
り
、

こ
と
あ
ら
た
め
て
教
化
と
し
て
立
て
れ
ば
異
論
も
出
る
と
み
な
す
の
で
あ
り
、

こ
れ
は
「
日
用
」
を
重
視
す
る
意
義
に
立
脚
し
て
い
る
と
い
え
る
。22

同
様
に
、

「
学
而
時
、
習
之
。」
の
解
釈
に
お
い
て
、「
習
は
講
習
」
の
意
味
で
あ
る
か
と

の
問
い
に
答
え
て
、「
講
習
専
属
文
学
也
。
学
古
訓
思
之
於
心
。
習
之
於
身
。

用
之
於
事
物
之
際
也
。
講
習
於
文
書
。
亦
然
。」22

と
し
て
い
る
観
点
・
解
釈
で

あ
る
。
学
習
方
法
の
問
題
と
し
て
あ
る
『
論
語
』
の
「
多
識
於
鳥
獣
草
木
之
名
。」

に
つ
き
「
彝
倫
日
用
之
余
。
又
足
以
及
物
。」22

と
し
て
の
関
心
が
導
か
れ
、「
日

用
」
の
学
習
内
容
・
方
法
へ
と
論
が
展
開
す
る
根
拠
と
な
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

こ
う
し
た
観
点
は
、
前
述
の
思
想
転
回
の
論
拠
に
詳
し
い
が
、
そ
の
背
景
に

素
行
自
身
の
体
験
的
な
観
点
か
ら
の
説
明
が
加
え
ら
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
例
え

ば
、「
吾
嘗
終
日
不
食
。
終
夜
不
寝
。
以
思
無
益
不
如
学
也
。」
と
い
う
体
験
的

な
反
省
に
よ
り
「
夫
子
の
聖
、
其
初
積
累
如
此
之
功
来
。」
と
み
る
よ
う
な
場

合
で
あ
り
、33

ま
た
「
無
念
無
想
に
て
…
落
馬
し
て
手
足
を
う
ち
し
と
云
ふ
。
…

そ
の
故
は
わ
が
心
未
だ
熟
せ
ず
し
て
只
だ
向
上
の
至
極
を
論
じ
、
こ
れ
を
以
て

世
に
渡
り
身
を
修
め
ん
と
思
は
ば
、
い
つ
も
落
馬
す
べ
し
。」33

と
す
る
体
験
的

述
懐
で
あ
る
。

　

本
有
観
念
を
否
定
す
る
方
向
で
人
間
の
陶
冶
性
を
解
釈
す
る
素
行
の
主
張
で

あ
る
が
、
そ
の
点
で
、
こ
う
し
た
『
孟
子
』
解
釈
に
生
じ
た
本
有
観
念
の
問
題

を
、
人
間
の
発
達
と
教
育
と
い
う
問
題
に
照
ら
し
て
再
検
討
し
た
上
で
、
否
定

す
る
立
場
を
採
っ
た
み
な
す
こ
と
が
出
来
る
。
問
答
に
お
い
て
誰
の
説
に
近
い

の
か
と
い
う
議
論
も
み
ら
れ
た
が
、
結
局
、
素
行
の
説
の
鍵
に
な
っ
て
い
る
の

は
、
人
間
の
発
達
と
い
う
問
題
で
あ
っ
た
。

　

そ
し
て
、
本
有
観
念
を
否
定
す
る
方
向
だ
か
ら
こ
そ
、
現
象
を
説
明
す
る
原

理
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
「
五
行
」
説
を
援
用
す
る
こ
と
に
繋
が
る
の
で
あ

る
と
考
え
る
こ
と
が
出
来
る
。

三　

発
達
観
と
陶
冶
性
の
関
係

　

素
行
の
説
述
に
あ
っ
て
は
、
発
達
の
問
題
は
陶
冶
性
を
左
右
す
る
要
因
に
な

る
と
み
て
い
る
と
考
え
ら
れ
、
論
と
し
て
後
続
す
る
と
こ
ろ
の
教
育
・
学
習
効

果
と
の
関
係
を
考
量
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。33

陶
冶
性
は
本
質
的
に
は
あ
る

が
、
後
天
的
な
教
育
・
学
習
の
蓄
積
の
結
果
に
お
い
て
陶
冶
性
を
同
条
件
で
は

考
え
て
い
な
い
こ
と
も
看
取
さ
れ
る
。
こ
の
点
で
は
、
成
人
後
の
教
育
・
学
習

効
果
は
あ
る
に
せ
よ
低
い
と
み
る
の
で
あ
り
、
だ
か
ら
こ
そ
素
行
は
、
幼
少
期

か
ら
の
教
育
・
学
習
、
そ
の
環
境
や
習
慣
性
と
い
う
こ
と
を
特
に
重
要
な
人
間
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形
成
の
要
因
と
論
じ
る
の
で
あ
る
。
発
達
に
よ
っ
て
視
聴
言
動
が
整
い
気
質
が

完
成
さ
れ
て
く
る
と
し
て
お
り
、
陶
冶
性
を
保
証
す
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
が

「
性
」
で
あ
り
、
そ
の
在
り
方
で
あ
る
と
素
行
は
解
釈
す
る
の
で
あ
る
。

　

指
摘
し
た
よ
う
に
「
赤
子
嬰
児
は
気
質
未
だ
全
か
ら
ず
、
視
聴
言
動
未
だ
詳

な
ら
ず
、
故
に
父
母
兄
弟
も
亦
分
明
な
ら
ず
、
礼
容
究
理
少
し
も
通
ぜ
ず
、
只

だ
飲
食
情
欲
の
習
の
み
。」
と
し
て
、
乳
幼
児
が
身
体
的
な
発
達
を
遂
げ
て
い

な
い
ゆ
え
に
、
社
会
的
倫
理
を
行
え
な
い
の
で
あ
り
、
身
体
器
官
の
成
熟
の
問

題
で
あ
り
、
本
有
観
念
を
持
ち
だ
す
道
理
は
な
い
と
す
る
。33

「
性
は
虚
霊
に
し

て
感
通
知
識
の
み
。」33

と
し
て
、「
胎
教
」「
出
生
」「
赤
子
」「
小
学
」
等
の
発

達
の
初
期
か
ら
の
動
向
に
関
心
を
有
し
、
そ
の
習
得
観
念
に
立
つ
後
天
的
な
教

育
を
の
み
問
題
と
す
る
の
で
あ
る
。
発
達
の
初
期
を
陶
冶
性
が
大
き
い
と
み
、

特
に
乳
幼
児
期
が
重
要
と
し
て
い
る
が
、
成
人
後
も
陶
冶
性
は
低
く
な
る
が
、

そ
れ
で
も
陶
冶
性
は
あ
る
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
一
挙
に
あ
る
い
は
急
速
に
気

質
変
化
は
し
が
た
い
と
み
て
い
る
こ
と
に
お
い
て
漸
進
主
義
で
あ
り
、
習
慣
形

成
や
社
会
化
が
「
自
然
教
化
」
を
特
徴
と
す
る
の
は
、
そ
の
た
め
で
あ
っ
た
。

　

や
や
詳
し
く
素
行
の
こ
の
間
の
主
張
点
を
追
っ
て
み
よ
う
。「
大
抵
幼
兒
の

間
は
、
其
の
気
質
混
然
と
し
て
、
其
の
性
外
誘
の
私
な
し
。
是
れ
天
命
の
性
気

質
の
為
に
蔽
は
れ
ざ
る
な
り
。
成
人
に
及
ん
で
気
質
雑
駁
し
て
全
か
ら
ず
、
私

欲
外
物
の
弊
日
に
長
じ
、
本
然
の
性
竟
に
是
れ
が
為
に
昏
ま
さ
る
、
是
れ
気
質

の
性
な
り
。」
と
の
質
疑
に
答
え
る
形
で
、
素
行
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　

性
は
気
質
に
因
つ
て
其
の
差
あ
り
、
其
の
證
幼
長
の
際
に
在
り
。
幼
穉

の
時
は
気
質
未
だ
全
か
ら
ず
、
柔
弱
幽
微
な
り
。
其
の
性
も
亦
全
か
ら
ず
、

情
の
発
す
る
所
甚
だ
寡
し
。
若
し
幼
兒
の
性
質
を
以
て
全
し
と
為
し
、
天

命
の
性
と
為
さ
ば
、
天
命
の
性
甚
だ
昏
く
、
甚
だ
通
ぜ
ざ
る
底
な
り
。
彼

の
幼
兒
感
通
知
識
に
薄
く
し
て
、
父
兄
を
知
る
こ
と
な
く
情
欲
を
分
つ
こ

と
な
し
。
只
だ
飲
食
・
笑
語
・
睡
啼
・
嬉
戯
す
る
の
み
。
是
れ
等
を
以
て

天
命
の
性
と
為
さ
ば
、
天
命
の
性
更
に
善
を
以
て
言
ふ
べ
か
ら
ず
、
明
を

以
て
言
ふ
べ
か
ら
ず
。
幼
兒
に
外
誘
の
私
寡
き
者
は
、
気
質
未
だ
全
か
ら

ず
、
其
の
性
も
亦
然
り
、
故
に
情
の
発
す
る
や
甚
だ
全
か
ら
ざ
る
な
り
。

長
成
す
る
に
及
び
て
気
質
日
に
備
は
る
、
其
の
性
も
亦
然
り
、
故
に
情
の

発
す
る
や
初
め
て
全
き
な
り
。
是
れ
気
質
に
因
つ
て
性
を
論
ず
べ
き
の
謂

な
り
。
…
人
赤
子
幼
兒
を
以
て
混
全
の
質
と
為
し
、
天
命
の
性
全
と
為
す
。

若
し
長
成
底
に
し
て
嬰
児
の
行
を
為
し
来
ら
ば
、
這
箇
の
愚
昧
不
肖
の
童

蒙
な
り
。33

　

素
行
の
主
張
は
、
既
に
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
本
有
観
念
に
よ
る
「
性
」
の

解
釈
へ
の
反
証
と
し
て
述
べ
ら
れ
る
文
脈
に
あ
る
。「
且
つ
赤
子
嬰
児
の
習
教

に
薄
く
、
夷
狄
僕
従
の
固
陋
な
る
も
、
天
命
の
性
稟
賦
せ
ず
ん
ば
あ
る
べ
か
ら

ず
。
竟
に
其
の
発
見
を
全
く
す
る
こ
と
な
き
は
、
只
だ
気
質
の
性
の
み
。」33

と

あ
る
の
も
、
例
え
ば
『
中
庸
』
の
解
釈
上
で
「
天
命
の
性
」
を
如
何
に
と
ら
え

る
か
に
関
す
る
議
論
を
め
ぐ
り
本
有
観
念
に
疑
義
を
呈
す
る
形
を
と
り
素
行
の

解
釈
が
習
得
観
念
の
方
向
に
あ
る
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
り
、
結
論
は
、
前
記

し
た
引
用
に
そ
の
根
拠
が
端
的
に
示
さ
れ
て
い
る
と
い
え
る
。33

即
ち
、
発
達
の

様
態
と
い
う
事
実
こ
そ
が
こ
の
問
題
に
答
え
る
も
の
で
あ
り
「
性
」
の
解
釈
の

方
向
を
決
定
し
て
い
る
と
素
行
は
考
え
て
い
る
の
で
あ
る
。
同
様
な
言
が
次
の

よ
う
に
み
ら
れ
る
。

　

昏
昧
愚
蒙
に
し
て
感
通
知
識
の
浅
薄
な
る
を
以
て
、
天
地
神
明
の
理
と
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為
さ
ば
、
乃
ち
草
木
の
識
な
く
、
昆
蟲
の
蠢
動
せ
る
、
皆
以
て
良
心
な
ら

ん
や
。
…
豈
大
人
に
し
て
赤
子
童
蒙
の
昏
愚
底
を
以
て
、
我
が
本
心
と
為

し
来
た
ら
ん
や
。
赤
子
は
気
質
薄
く
し
て
其
の
心
亦
厚
か
ら
ず
、
其
の
長

ず
る
に
及
び
て
気
質
全
く
具
は
り
、
其
の
心
尤
も
厚
し
。
竟
に
情
欲
の
流

蕩
放
僻
に
因
つ
て
、
疑
惑
昏
昧
雑
り
出
ず
。
聖
人
教
を
立
て
道
を
修
む
る

の
用
此
の
間
に
在
る
な
り
。33

　

ま
た
、
質
疑
の
中
で
、
朱
子
は
「
生
知
・
学
知
」
の
違
い
を
「
気
質
の
清
濁
」

と
し
て
論
じ
て
い
る
が
こ
の
見
解
を
ど
う
み
る
か
と
の
問
い
に
対
し
て
、
素
行

は
、
朱
子
の
こ
の
見
解
は
認
め
る
と
す
る
も
の
の
、「
性
の
感
通
知
識
」
は
「
気
」

の
「
清
濁
に
従
」
う
の
で
「
気
質
」
の
外
に
「
性
」
は
な
い
と
み
る
と
い
う
解

釈
の
面
を
強
調
し
て
い
る
。33

素
行
の
こ
う
し
た
解
釈
の
方
向
性
に
つ
い
て
は
、

質
疑
の
中
で
も
、
素
行
の
教
育
・
学
習
の
目
的
と
す
る
方
向
は
、「
内
に
標
的
」

が
あ
る
の
か
、
あ
る
い
は
「
外
に
向
か
っ
て
」
学
習
す
る
の
か
と
い
う
よ
う
に

両
者
を
対
照
し
た
問
題
意
識
に
発
す
る
質
問
が
み
ら
れ
、
そ
れ
に
対
し
て
後
者

を
素
行
の
採
る
立
場
と
し
て
い
る
。44

こ
こ
で
内
在
的
な
も
の
と
外
在
的
な
も
の

と
の
対
照
に
お
い
て
素
行
が
後
者
の
観
点
を
習
得
観
念
の
主
張
に
よ
っ
て
明
ら

か
に
し
て
い
る
こ
と
が
確
か
め
ら
れ
る
。

　
「
嬰
児
の
未
だ
完
か
ら
ざ
る
や
、
只
だ
嬰
児
の
性
あ
り
、
成
長
し
て
形
気
完

き
に
及
ん
で
は
、
成
人
の
性
あ
り
、
以
て
見
る
べ
し
。」44

と
あ
る
が
、
現
実
に

観
察
し
た
態
様
と
し
て
示
さ
れ
る
こ
と
が
証
左
で
あ
る
と
の
姿
勢
が
強
く
あ

る
。
一
方
で
、「
嬰
児
の
飲
乳
、
是
れ
自
然
に
し
て
学
に
非
ざ
る
な
り
。」
と
の

質
問
に
は
、「
禽
獣
の
巣
を
営
み
子
を
養
ひ
、
嬰
児
の
飲
乳
す
る
を
以
て
、
天

理
の
全
体
、
性
の
本
善
な
り
と
為
す
は
差
謬
せ
り
。」
と
本
能
的
な
性
質
自
体

を
本
有
観
念
の
証
左
で
あ
る
と
の
立
場
に
は
真
っ
向
か
ら
反
論
し
て
い
る
。44

　

素
行
に
と
っ
て
陶
冶
性
は
「
知
」
を
媒
介
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、44

「
心
」

に
関
し
て
も
同
様
の
陶
冶
性
論
を
述
べ
て
お
り
、「
知
」
と
「
心
」
も
発
達
上

に
同
一
の
視
点
で
論
じ
ら
れ
て
い
る
。44

質
疑
に
お
い
て
、
本
有
観
念
に
よ
る

「
是
れ
等
の
説
、
赤
子
の
心
を
以
て
人
の
本
心
を
見
る
べ
し
と
為
す
。」
論
に
対

し
て
「
気
質
未
だ
全
か
ら
ざ
れ
ば
乃
ち
性
心
も
亦
全
か
ら
ず
。
赤
子
は
気
質
未

だ
全
か
ら
ず
、
故
に
情
欲
太
だ
薄
し
。
此
の
心
を
以
て
中
と
為
し
正
と
為
す
は

大
い
に
差
了
れ
り
。
赤
子
の
性
心
に
於
け
る
や
、
尤
も
生
々
無
息
に
し
て
感
通

知
識
も
亦
浅
薄
底
な
り
。」44

と
発
達
の
過
程
を
重
視
し
て
述
べ
て
い
る
。

　

ま
た
、
陶
冶
性
に
関
し
て
の
個
人
差
を
ど
う
み
て
い
る
か
に
関
し
て
は
、
発

達
に
お
い
て
、
発
達
の
過
程
の
共
通
性
を
論
じ
る
こ
と
は
前
提
で
あ
る
が
、「
其

の
節
天
の
時
を
考
へ
、
其
の
児
の
質
を
は
か
り
て
、
節
を
た
が
ふ
べ
か
ら
ざ
る

也
」44

と
述
べ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
そ
の
個
人
差
も
認
め
て

い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

お
よ
そ
、
素
質
の
問
題
は
、
発
達
と
同
様
に
「
気
質
」
の
問
題
で
あ
り
、
両

者
は
そ
れ
ゆ
え
に
同
質
的
な
面
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
こ
う
し
て
「
感
通
知
識
」

の
差
、
個
人
の
素
質
的
な
差
、
男
女
の
差
等
と
し
て
も
と
ら
え
ら
れ
て
い
る
こ

と
が
わ
か
る
。

　

性
は
是
れ
理
気
の
妙
用
な
り
、
教
に
因
ら
ず
と
雖
も
、
理
気
の
厚
薄
に

随
つ
て
感
通
知
識
す
る
所
あ
り
。
教
に
因
ら
ざ
る
が
故
に
唯
だ
一
偏
の
得

る
所
に
通
じ
て
、
聖
人
の
大
要
に
通
ぜ
ず
。
此
に
於
て
見
来
れ
ば
、
性
は

気
稟
に
因
つ
て
感
通
知
識
あ
り
、
堯
舜
の
性
に
到
り
て
は
、
格
物
致
知
し

て
情
の
発
す
る
皆
節
に
中
る
に
在
り
。
教
に
因
ら
ざ
れ
ば
聖
人
の
道
を
知
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ら
ず
、
聡
明
事
々
に
敏
気
底
あ
る
も
、
亦
他
処
に
於
て
皆
礙
は
る
な
り
。

聡
敏
を
以
て
天
命
の
性
と
為
す
か
、
純
粹
を
以
て
天
命
の
性
と
為
す
か
、

高
明
を
以
て
天
命
の
性
と
為
す
か
、
這
箇
の
聡
明
純
粹
高
明
共
に
以
て
気

質
な
り
。
発
し
て
皆
節
に
中
る
の
地
位
は
、
教
に
因
つ
て
道
を
修
す
る
に

あ
ら
ざ
れ
ば
得
べ
か
ら
ざ
る
な
り
。44

　

こ
こ
で
「
教
に
因
ら
ず
と
雖
も
、
理
気
の
厚
薄
に
随
つ
て
感
通
知
識
す
る
所

あ
り
」
と
指
摘
し
素
質
に
よ
り
陶
冶
性
も
影
響
さ
れ
る
点
を
述
べ
て
い
る
。

　

こ
の
点
に
関
わ
っ
て
は
、「
下
愚
」
も
気
質
変
化
し
う
る
の
か
と
の
質
問
に

対
し
て
は
、
素
行
は
多
く
の
気
質
変
化
説
は
性
善
説
に
よ
っ
て
い
る
と
し
て
異

論
を
唱
え
る
の
で
あ
る
が
、「
大
抵
天
質
は
気
に
厚
き
底
あ
り
、
習
染
に
因
る

あ
り
。
気
に
厚
き
底
の
者
は
、
其
の
気
質
殆
ど
禽
獣
に
近
し
。
教
に
因
り
其
の

大
要
を
知
る
と
雖
も
、
竟
に
天
地
の
誠
を
全
う
す
べ
か
ら
ず
。
従
来
の
汚
染
に

因
る
底
は
、
教
化
久
し
う
し
て
新
に
す
べ
し
。
大
抵
人
は
皆
従
来
の
汚
染
に
因

り
来
る
。
…
先
儒
の
説
に
因
り
て
は
、
人
皆
聖
人
に
到
る
べ
し
。
…
是
れ
気
質

の
気
に
厚
き
は
、
聖
人
と
雖
も
能
は
ざ
る
所
あ
り
。」44

と
述
べ
て
お
り
、「
気
質

の
気
に
厚
き
は
、
聖
人
と
雖
も
能
は
ざ
る
所
あ
り
。」
と
指
摘
す
る
以
上
、
教

育
効
果
を
あ
げ
ら
れ
な
い
と
述
べ
て
い
る
わ
け
で
、
同
様
、
素
質
に
よ
り
陶
冶

性
が
影
響
を
受
け
る
と
み
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

さ
ら
に
「
志
も
亦
気
質
に
因
る
」44

と
し
て
い
る
こ
と
で
は
、
前
述
の
陶
冶
性

に
論
と
し
て
後
続
す
る
教
育
・
学
問
と
そ
れ
に
関
わ
る
意
志
の
問
題
に
も
、
実

は
素
質
的
な
問
題
が
関
わ
る
こ
と
も
意
味
し
て
い
る
。
陶
冶
性
が
理
論
的
に
は

保
証
さ
れ
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
何
故
現
実
態
と
し
て
、
気
質
変
化
が
成
し

難
い
の
か
と
い
う
問
題
に
対
し
て
、
素
行
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　

人
必
ず
其
の
先
入
す
る
所
以
に
牢
籠
り
て
、
学
ぶ
所
を
是
と
し
習
ふ
所

に
安
ん
ず
れ
ば
、
因
つ
て
其
の
旧
染
を
革
む
る
を
得
ず
。
是
れ
己
れ
が
是

と
す
る
所
を
是
と
し
、
己
が
非
と
す
る
所
を
非
と
す
る
が
故
に
、
終
に
其

の
気
質
を
変
ぜ
ざ
る
な
り
。
学
は
其
の
気
質
を
変
ず
る
に
至
ら
ざ
れ
ば
、

実
学
に
非
ざ
る
な
り
。55

　

ま
た
、
こ
こ
で
、
陶
冶
性
に
関
す
る
素
行
の
解
釈
に
関
し
て
、
男
性
・
女
性

の
差
異
の
問
題
に
つ
い
て
確
か
め
て
お
き
た
い
。
男
女
差
に
つ
い
て
素
行
は
、

社
会
慣
習
規
範
上
で
の
差
異
を
論
じ
る
こ
と
が
殆
ど
で
は
あ
る
が
、
発
達
上
の

差
異
に
関
し
て
は
、「
七
歳
は
女
子
の
血
気
已
に
動
く
の
初
」「
九
歳
に
至
り
て

は
男
子
必
ず
陽
気
動
く
」55

と
し
て
い
る
記
述
が
あ
る
。
記
述
以
外
の
発
達
に
関

し
て
は
、
共
通
と
み
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
女
子
の
教
育
に
つ
い
て
「
す
べ
て

女
子
を
教
戒
告
す
る
の
道
、
男
子
に
こ
と
な
る
べ
か
ら
ず
」55

と
し
な
が
ら
も
、

倫
理
的
な
観
点
か
ら
の
み
女
子
教
育
の
在
り
方
を
別
に
論
じ
て
い
る
。
し
か
し

男
女
差
の
観
察
と
い
う
問
題
に
関
し
て
は
、
こ
れ
以
上
に
詳
細
な
記
述
は
み
ら

れ
な
い
。
む
し
ろ
、「
愚
謂
。
女
子
小
人
。
未
嘗
無
教
。
有
教
戒
之
厳
節
。
則

近
之
遠
之
。
各
可
無
此
失
乎
。」55

と
の
言
や
、「
女
子
の
柔
質
美
容
も
亦
気
に
厚

し
、
故
に
其
の
理
に
遠
し
。」55

と
述
べ
る
、
素
行
の
視
点
が
み
ら
れ
る
の
で
あ

る
。

　

さ
て
、
素
行
の
陶
冶
性
論
に
関
係
す
る
発
達
段
階
説
を
そ
の
観
点
か
ら
改
め

て
見
直
し
て
み
る
と
、
教
育
方
法
の
前
提
に
な
る
と
こ
ろ
の
発
達
へ
の
観
察
部

分
の
説
述
、『
山
鹿
語
類
』
で
の
発
達
段
階
説
中
で
は
、
例
え
ば
、「
視
聴
言
動

の
品
々
は
生
れ
出
づ
る
よ
り
備
は
り
て
、
三
歳
に
し
て
其
の
か
た
少
し
備
わ

る
」「
三
歳
に
し
て
殆
ど
父
母
の
懐
を
離
れ
、
手
足
言
動
か
た
な
り
に
成
り
ぬ
」
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「
六
歳
に
及
ん
で
は
、
七
情
と
も
に
全
く
、
四
支
良
堅
く
、
知
物
に
及
ぶ
べ
し
、

口
舌
能
く
調
る
」「
知
あ
っ
て
、
物
を
羞
づ
る
こ
と
を
し
る
時
」「
七
歳
は
女
子

の
血
気
已
に
動
く
の
初
」「
八
歳
に
し
て
は
知
爰
に
足
り
気
力
既
に
全
き
」「
九

歳
に
し
て
已
に
精
気
全
く
気
力
初
め
て
強
き
」「
九
歳
に
至
り
て
は
男
子
必
ず

陽
気
動
く
、
是
れ
已
に
物
に
感
ず
る
の
ゆ
ゑ
ん
」55

な
ど
の
発
達
段
階
の
観
察
に

端
的
に
表
わ
れ
て
い
る
と
み
る
こ
と
が
出
来
よ
う
。
こ
の
発
達
状
態
が
レ
デ
ィ

ネ
ス
と
い
え
、
陶
冶
性
の
前
提
と
な
っ
て
い
る
。 

　

さ
て
『
山
鹿
語
類
』
で
の
発
達
段
階
説
で
は
、「
天
地
の
紀
統
十
二
年
に
し

て
一
巡
す
。
…
…
一
三
年
に
し
て
又
甲
子
初
ま
り
、
天
地
の
気
め
ぐ
り
出
づ
る

を
以
て
、
十
三
歳
に
し
て
は
成
童
の
禮
あ
り
。」55

の
よ
う
な
記
述
は
み
ら
れ
る

が
、「
五
行
」
説
と
発
達
と
の
関
係
に
は
触
れ
て
い
な
い
。
十
歳
以
降
に
つ
い

て
は
、
観
察
の
記
述
は
な
く
な
り
、「
十
歳
は
数
の
一
成
也
」、
十
二
歳
、
十
三

歳
は
前
述
の
通
り
、
十
五
歳
は
「
大
学
に
入
る
年
」
と
し
た
記
述
に
と
ど
ま

る
。55

年
齢
が
記
さ
れ
て
い
る
が
「
必
ず
年
数
に
か
か
は
る
べ
か
ら
ず
」「
其
の

児
の
質
を
は
か
り
て
、
節
を
た
が
ふ
べ
か
ら
ざ
る
」55

と
い
う
発
達
の
個
人
差
の

考
量
が
素
行
説
の
特
色
で
あ
る
。

　

既
に
考
察
し
て
き
た
よ
う
に
、
幼
児
が
「
上
古
の
人
品
に
異
な
ら
ず
」55

と
表

現
さ
れ
、「
天
性
混
然
と
し
て
更
に
み
だ
る
る
所
あ
ら
ず
」「
仁
義
礼
智
信
の
五

徳
速
に
感
じ
や
す
く
し
て
、
錯
雑
紛
擾
の
物
な
し
。」
と
み
え
る
の
は
、「
唯
だ

外
の
事
物
を
不
知
見
聞
不
及
を
以
て
、
事
を
不
知
わ
か
ち
を
た
だ
さ
ざ
る
ま
で

な
れ
ば
」
と
い
う
よ
う
に
、
発
達
の
上
で
未
発
達
で
あ
る
こ
と
に
起
因
す
る
と

素
行
は
考
え
て
い
る
の
で
あ
る
。66

四　

発
達
観
と
「
五
行
」
説
の
解
釈

　

素
行
の
陶
冶
性
論
は
、
人
間
の
発
達
の
中
で
論
ず
る
こ
と
に
お
い
て
特
色
を

持
つ
。
さ
ら
に
素
行
は
人
間
の
発
達
に
関
す
る
説
明
論
理
を
「
五
行
」
説
の
独

自
の
解
釈
に
求
め
た
。
人
間
形
成
に
お
け
る
素
質
的
な
要
因
と
、
後
天
的
な
要

因
で
あ
る
環
境
並
び
に
教
育
・
学
習
と
の
関
係
の
解
釈
に
つ
い
て
、
そ
れ
を
援

用
し
た
。
発
達
と
陶
冶
性
の
関
係
の
詳
細
が
述
べ
ら
れ
、「
五
行
」
説
を
そ
れ

に
関
わ
ら
せ
て
展
開
す
る
の
は
、『
謫
居
童
問
』
に
お
い
て
で
あ
る
。

　

発
達
に
よ
る
違
い
を
説
き
、
胎
教
も
含
ん
だ
上
で
出
生
後
の
養
育
の
在
り
方

に
つ
い
て
当
期
の
陶
冶
性
に
即
し
た
教
育
方
法
を
考
案
し
、「
五
行
」
に
基
づ

き
「
木
よ
り
火
、
火
よ
り
土
、
土
よ
り
金
、
金
よ
り
水
、
水
よ
り
木
を
生
ず
」

と
考
え
ら
れ
る
中
で
発
達
に
即
し
て
「
五
行
」
が
当
て
は
め
ら
れ
解
釈
さ
れ
て

い
る
の
で
あ
る
。
食
物
を
摂
取
し
て
発
育
し
て
ゆ
く
過
程
を
「
木
よ
り
火
」
が

生
じ
る
ゆ
え
と
解
釈
し
、
以
降
の
発
達
の
過
程
で
「
五
行
」
が
そ
ろ
っ
た
時
期
、

乳
歯
が
生
え
る
時
期
で
、「
五
行
初
め
て
其
の
形
あ
ら
は
る
る
時
、
言
を
よ
く

し
行
歩
を
な
す
。
内
に
心
知
は
た
ら
き
」
と
変
化
し
て
ゆ
く
と
と
ら
え
、
そ
こ

で
乳
母
・
父
母
の
言
行
を
模
倣
・
学
習
す
る
時
期
、
す
な
わ
ち
そ
れ
が
可
能
に

な
り
有
効
に
な
る
時
期
と
み
て
い
る
。
同
様
に
、
永
久
歯
が
生
え
る
時
期
を

「
金
の
全
く
な
れ
る
相
」
と
み
、
そ
れ
は
「
木
・
火
・
土
の
三
つ
調
へ
る
ゆ
え
」

と
し
、
本
格
的
な
教
育
の
開
始
期
と
考
え
、
さ
ら
に
「
金
全
き
時
は
水
す
で
に

あ
つ
ま
り
て
成
人
の
は
じ
め
」
と
み
、
十
五
、
六
歳
に
て
「
木
・
火
・
土
・
金
・

水
と
も
に
逞
し
く
」、「
形
体
肥
大
に
し
て
骨
節
甚
だ
強
く
」
な
り
、
容
貌
が
変

化
し
、「
金
盛
に
し
て
水
あ
ふ
れ
」「
腎
水
ゆ
た
か
に
」
な
る
ゆ
え
声
変
わ
り
を
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す
る
時
期
を
教
育
を
最
も
為
す
べ
き
時
期
と
判
断
す
る
等
、
常
に
発
達
上
の
レ

デ
ィ
ネ
ス
が
陶
冶
性
を
保
証
し
て
い
る
と
考
え
る
上
で
、「
五
行
」
説
の
独
自

の
見
解
を
結
び
付
け
て
提
起
し
て
い
る
の
で
あ
る
。66

　

素
行
の
発
達
観
に
関
係
す
る
「
五
行
」
説
を
検
討
し
て
み
た
い
。
既
に
指
摘

し
た
よ
う
に
、
素
行
は
素
質
論
に
関
わ
っ
て
も
「
五
行
」
説
を
用
い
て
い
た
。

「
人
の
生
質
は
二
気
五
行
を
出
で
ず
、
…
金
木
水
火
土
の
過
不
及
厚
薄
、
各
々

萬
差
の
品
を
為
せ
り
。
木
気
に
厚
き
底
は
木
気
の
理
に
通
じ
易
く
、
四
行
皆
然

り
。
質
に
厚
き
底
は
質
の
重
き
に
通
じ
易
し
。」66

の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

素
行
が
発
達
の
原
理
を
論
じ
る
際
に
用
い
て
い
る
「
五
行
」
説
と
そ
の
解
釈
に

つ
い
て
で
あ
る
が
、
ま
ず
素
行
は
「
五
行
」
説
に
関
し
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ

て
い
る
。

　

天
地
の
理
は
本
と
造
作
な
く
、
又
模
様
な
し
。
造
化
の
本
原
、
人
物
の

生
育
は
初
よ
り
両
様
な
く
、
又
先
後
の
論
ず
べ
き
な
し
。（
五
行
の
生
数
・

行
数
説
に
対
し
て
）
然
れ
ど
も
其
の
説
を
推
し
て
、
強
ひ
て
之
を
言
へ
ば
、

（
中
略
）
水
生
ず
れ
ば
則
ち
火
這
裏
に
旋
轉
し
、（
中
略
）
是
れ
水
火
土
木

金
の
序
な
り
。
天
地
人
物
の
生
々
、
此
の
次
序
を
出
で
ず
。
近
く
諸
れ
を

身
に
取
る
に
、
陰
陽
の
始
め
て
交
は
る
や
、
其
の
気
凝
り
て
水
と
為
る
、

其
の
間
運
行
の
火
あ
り
て
此
の
質
を
生
ず
、
是
れ
水
火
土
な
り
。
質
の
初

め
て
成
る
や
筋
骨
を
生
ず
、
是
れ
木
な
り
。
長
ず
る
に
及
び
て
堅
厚
な
る
、

是
れ
金
な
り
。66

　

素
行
は
、「
五
行
」
説
一
般
に
関
す
る
諸
説
の
議
論
を
め
ぐ
り
、
各
々
に
つ

い
て
あ
ま
り
重
き
を
置
い
て
い
な
い
態
度
を
採
っ
て
い
る
。「
五
行
に
相
生
あ

り
、
相
尅
あ
り
、（
中
略
）
人
物
亦
此
の
如
く
相
尅
対
待
す
る
と
き
は
、
其
の

用
成
り
て
長
久
な
り
。」
と
万
物
形
成
に
関
わ
る
基
本
原
理
で
あ
る
と
理
解
し

て
い
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
が
、「
是
れ
等
の
説
皆
陰
陽
術
数
家
の
言
ふ
所
に

し
て
信
ず
る
に
及
ば
ざ
る
な
り
。」
と
批
判
し
て
い
る
。66

し
か
し
尚
、
大
要
の

理
解
を
基
に
す
る
と
い
う
立
場
を
採
り
つ
つ
自
説
を
述
べ
、「
其
の
大
源
を
論

ず
る
と
き
は
、
即
ち
水
火
進
退
昇
降
周
旋
運
転
し
て
、
査
滓
は
土
と
為
る
。
土

の
気
浮
び
て
木
と
為
り
、
土
の
精
沈
み
て
金
と
為
る
な
り
。
故
に
木
金
は
水
火

の
形
す
る
所
な
り
。」66

と
述
べ
て
ゆ
く
と
い
う
態
度
を
採
り
、
こ
こ
で
は
万
物

の
形
成
に
関
わ
る
原
理
と
し
て
の
面
で
の
説
明
論
理
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
見

出
さ
れ
る
。

　

し
か
も
こ
こ
で
は
人
体
に
関
す
る
領
域
に
関
わ
る
と
「
五
行
」
説
が
意
識
的

に
現
れ
て
い
る
点
に
注
目
し
た
い
。
発
達
に
関
す
る
「
五
行
」
説
の
直
接
の
古

典
か
ら
の
引
用
は
み
ら
れ
な
い
が
、
前
述
の
よ
う
に
身
体
の
発
達
に
「
五
行
」

が
関
係
し
て
い
る
と
の
見
解
は
明
示
し
て
い
る
。
素
行
が
人
体
に
関
係
し
て
い

る
理
論
と
考
え
て
い
る
こ
と
は
十
分
に
看
取
さ
れ
る
。「
天
地
人
物
流
行
日
用

の
間
、
猶
ほ
四
時
の
生
長
収
蔵
の
如
し
。
是
れ
行
数
の
序
な
り
。
人
の
臓
腑
も

亦
此
の
如
し
、
飲
食
以
て
元
気
を
養
ひ
、
元
気
盛
に
し
て
肺
金
之
れ
を
稟
く
。

肺
金
水
を
貯
へ
ざ
れ
ば
火
の
為
に
壊
る
。
木
火
金
水
共
に
和
調
し
て
、
身
体
是

れ
潤
肥
す
。」66

と
述
べ
ら
れ
、「
水
は
金
を
得
て
萬
物
の
用
と
為
る
。
水
火
の
相

敵
す
る
は
尤
も
烈
し
、
水
火
の
中
間
は
金
以
て
相
支
え
へ
て
、
火
以
て
長
じ
、

水
以
て
成
る
。
人
生
日
用
の
間
、
天
地
四
時
の
行
、
人
物
臓
腑
の
定
、
皆
是
れ

な
り
。」66

と
「
五
行
」
と
の
関
係
を
述
べ
て
い
る
記
述
が
み
ら
れ
る
。

　

た
だ
し
、
素
行
の
人
体
に
関
す
る
説
に
関
し
て
は
、「
五
行
」
説
は
、
基
底

の
思
想
と
し
て
不
可
欠
な
位
置
に
あ
る
と
ま
で
は
評
価
し
が
た
い
面
も
あ
る
。
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人
体
関
係
の
問
題
に
は
、
そ
の
点
で
「
五
行
」
に
触
れ
る
箇
所
が
複
数
に
わ
た

り
み
ら
れ
る
が
、「
天
地
人
物
の
間
五
行
立
つ
は
、
是
れ
自
然
の
道
な
り
。
人

身
は
五
行
を
以
て
成
る
。
故
に
其
の
情
に
喜
怒
哀
楽
の
欲
あ
り
、
惻
隠
・
羞
悪
・

辞
譲
・
是
非
の
発
あ
り
。
之
れ
を
正
し
く
す
る
に
道
を
以
て
す
れ
ば
仁
義
礼
智

と
為
る
。（
中
略
）
唯
五
行
の
み
を
言
ひ
て
、
平
生
日
用
の
間
を
明
か
に
せ
ざ

れ
ば
実
な
き
な
り
。」66

と
し
て
お
り
、
発
達
と
、
し
か
し
教
育
と
そ
の
方
法
が

あ
っ
て
こ
そ
「
日
用
」
で
の
倫
理
的
な
生
き
方
、
社
会
化
が
果
た
さ
れ
る
と
考

え
て
い
る
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
。
ま
た
こ
こ
で
も
、『
孟
子
』
で
の
説
述
に
関

す
る
解
釈
が
、
発
達
の
問
題
と
し
て
展
開
し
た
と
い
う
論
点
が
確
か
め
ら
れ

る
。

　

素
行
は
ま
た
李
時
珍
の
「
火
に
陰
陽
が
あ
る
」
と
す
る
説
に
対
し
て
「
是
れ

医
家
の
説
な
り
、
此
の
如
く
論
じ
来
れ
ば
、
乃
ち
五
行
各
々
数
品
あ
る
べ
し
」66

と
「
五
行
」
説
の
さ
ら
に
多
様
な
面
を
み
る
も
の
の
、
自
説
と
し
て
そ
れ
を
敷

衍
し
展
開
す
る
意
図
は
み
え
な
い
。
素
行
は
従
っ
て
人
体
と
い
う
関
心
で
「
医

家
」
の
説
も
参
照
は
し
て
い
る
と
い
う
形
で
あ
る
。「
朱
子
曰
、
志
是
心
之
深

処
。
故
医
家
謂
志
属
腎
。」
を
引
用
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
み
ら
れ
た
。77

　

素
行
は
、「
其
の
壮
長
す
る
に
及
び
て
は
、
五
行
亦
壮
長
す
。」77

と
基
本
的
に

と
ら
え
て
い
る
。「
今
人
物
を
以
て
す
れ
ば
乃
ち
人
物
是
れ
土
な
り
、（
中
略
）

木
火
金
水
能
く
循
環
し
て
人
物
全
く
備
は
る
。
物
の
惣
体
、
人
の
一
身
、
皆
土

な
り
。」77

と
人
体
に
つ
い
て
記
す
。
そ
し
て
、「
人
の
元
気
剛
壮
に
し
て
飲
食
能

く
消
す
れ
ば
、
皮
肉
育
膏
肥
し
て
身
体
健
剛
な
り
。
是
れ
火
よ
り
土
を
生
ず
る

の
謂
な
り
。」77

と
み
て
い
る
。
ま
た
、「
人
物
は
五
行
の
小
成
せ
る
な
り
。
人
物

に
は
気
血
筋
骨
皮
肉
あ
り
。
気
血
は
水
火
な
り
、
…
。
人
の
一
身
は
、
皮
肉
を

…
、
気
血
を
以
て
主
た
り
、
…
気
は
以
て
炎
上
し
血
は
以
て
汗
潤
し
、
…
人
物

の
生
成
尤
も
気
血
に
在
り
。
…
猶
ほ
人
の
筋
の
皮
膚
に
附
き
、
…
其
の
間
数
々

差
異
あ
り
、
…
」77

と
述
べ
ら
れ
て
い
る
箇
所
も
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
、
人
体
へ

の
関
心
と
い
う
延
長
に
発
達
の
問
題
が
考
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
り
、
そ
の
原

理
を
「
五
行
」
説
の
自
論
で
の
展
開
に
求
め
た
と
こ
ろ
に
、
素
行
の
陶
冶
性
論

の
特
色
が
み
ら
れ
る
。

結

　

本
論
で
は
、『
中
庸
』『
孟
子
』
の
素
行
の
解
釈
に
お
け
る
陶
冶
性
に
関
す
る

記
述
を
考
察
し
、
四
書
解
釈
で
陶
冶
性
論
に
関
わ
る
論
の
位
置
関
係
に
つ
い
て

も
検
討
し
た
。
素
行
が
習
得
観
念
に
立
ち
、
専
ら
本
有
観
念
否
定
の
文
脈
で
論

を
展
開
し
た
そ
の
特
徴
に
つ
い
て
も
触
れ
た
。
そ
し
て
素
行
の
教
育
論
に
お
け

る
人
間
の
発
達
観
と
そ
の
背
景
に
あ
る
思
想
を
問
題
に
し
た
。「
五
行
」
説
の

解
釈
は
、
人
体
の
問
題
に
強
く
関
係
し
、
そ
の
発
達
を
論
じ
る
こ
と
を
基
底
と

す
る
。
そ
こ
か
ら
発
達
の
過
程
に
つ
い
て
の
観
察
と
論
が
展
開
し
て
い
る
。
素

質
論
と
も
関
係
し
な
が
ら
、「
気
質
」
の
問
題
と
し
て
、
習
得
観
念
で
解
釈
を

一
貫
さ
せ
る
こ
と
を
意
図
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

尚
、
素
行
の
四
書
解
釈
と
素
行
の
教
育
論
と
の
関
係
を
陶
冶
性
の
見
解
に
関

係
す
る
と
こ
ろ
に
焦
点
化
し
て
の
み
取
り
上
げ
た
が
、
他
の
教
育
論
上
の
影
響

関
係
、
そ
し
て
そ
の
独
自
の
教
育
・
学
習
論
に
関
わ
る
解
釈
の
特
徴
と
い
う
問

題
関
心
に
広
げ
る
こ
と
も
意
味
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
そ
れ
ら
は
今
後
に
続

く
課
題
と
し
た
い
。
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註
1　

�
拙
稿
「
山
鹿
素
行
の
「
陶
冶
性
」
理
解
に
関
す
る
考
察
―
気
質
変
化
の
解
釈
と
素
質

論
を
中
心
に
―
」（
工
学
院
大
学
共
通
課
程
研
究
論
叢
第
四
七
―
二
号
・
二
〇
一
〇

年
二
月
）
参
照
。

2　

�

四
書
句
読
大
全
・『
四
書
句
読
大
全
』
大
正
八
年
・
山
鹿
素
行
先
生
全
集
刊
行
会
編
・

第
一
巻
・
大
学
中
庸
・
中
庸
・
七
○
頁
。

3　

同
前
・
第
一
巻
・
大
学
中
庸
・
中
庸
・
一
六
九
頁
。

4　

同
前
・
中
庸
・
一
七
〇
頁
。

5　

�

同
前
・
中
庸
・
一
九
九
頁
。『
中
庸
』
は
素
行
に
お
い
て
、『
論
語
』
の
引
用
と
合
わ

せ
て
陶
冶
性
の
問
題
に
関
わ
っ
て
引
用
さ
れ
る
例
が
特
に
多
か
っ
た
（
註
1
論
文
参

照
）。

6　

�

四
書
句
読
大
全
・『
四
書
句
読
大
全
』（
前
掲
）・
第
六
巻
・
孟
子
下
・
孟
子
巻
之
十
三
・

二
五
～
六
頁
。

7　

同
前
。

8　

同
前
・
孟
子
下
・
孟
子
巻
之
八
・
十
五
頁
。

9　

�

同
前
・
孟
子
巻
之
七
・
二
九
～
三
〇
頁
。
基
本
的
に
陶
冶
性
の
問
題
が
、
教
育
・
学

習
の
制
度
・
内
容
・
方
法
の
問
題
に
連
接
す
る
の
は
拙
稿
（
註
1
論
文
）
で
も
繰
り

返
し
指
摘
し
た
が
、
素
行
の
関
心
の
中
心
に
位
置
す
る
も
の
で
あ
る
。『
孟
子
』
で

の
学
校
設
立
等
に
よ
る
教
化
が
意
識
さ
れ
て
い
よ
う
。
こ
こ
で
も
古
典
の
「
庠
序
」

「
郷
学
」
の
説
明
を
し
て
い
る
（
四
書
句
読
大
全
・『
四
書
句
読
大
全
』（
前
掲
）・
第

五
巻
・
孟
子
上
・
孟
子
巻
之
五
・
二
二
～
三
頁
、
四
二
～
三
頁
。）。

10　

�

四
書
句
読
大
全
・『
四
書
句
読
大
全
』（
前
掲
）・
第
六
巻
・
孟
子
下
・
孟
子
巻
之
十
一
・

十
五
～
六
頁
。
同
前
・
二
五
～
六
頁
参
照
。

11　

同
前
・
第
六
巻
・
孟
子
下
・
孟
子
巻
之
十
一
・
二
四
頁
。

12　

同
前
・
孟
子
巻
之
十
一
・
二
八
頁
。　

13　

同
前
・
孟
子
巻
之
十
一
・
二
三
頁
。

14　

同
前
・
孟
子
巻
之
十
一
・
二
五
頁
。

15　

�

山
鹿
語
類
・
広
瀬
豊
編
『
山
鹿
素
行
全
集
思
想
篇
』
岩
波
書
店
・
昭
和
一
五
～
一
七

年
・
九
・
二
八
八
頁
。

16　

�

拙
稿
「
山
鹿
素
行
の
教
育
観
の
形
成
―
四
教
一
致
か
ら
古
学
へ
の
転
回
を
中
心
に
し

て
―
」（
工
学
院
大
学
共
通
課
程
研
究
論
叢
第
二
八
号
・
一
九
九
〇
年
十
二
月
）
参

照
。

17　

配
所
残
筆
・『
山
鹿
素
行
全
集
思
想
篇
』（
前
掲
）・
十
二
・
五
九
三
～
五
九
四
頁
。

18　

山
鹿
語
類
・『
山
鹿
素
行
全
集
思
想
篇
』（
前
掲
）・
九
・
二
七
八
頁
。

19　

同
前
・
九
・
二
七
九
頁
。

20　

同
前
・
九
・
二
八
〇
頁
。

21　

同
前
・
九
・
二
八
一
頁
。

22　

同
前
。

23　

同
前
・
九
・
二
八
〇
頁
。

24　

同
前
・
九
・
二
二
二
～
二
二
三
頁
。　

25　

同
前
・
九
・
二
二
四
頁
。

26　

同
前
・
九
・
二
五
三
頁
。

27　
『
四
書
句
読
大
全
』（
前
掲
）・
第
三
巻
・
論
語
中
・
論
語
巻
之
八
・
三
一
～
三
二
頁
。

28　
『
四
書
句
読
大
全
』（
前
掲
）・
第
二
巻
・
論
語
上
・
論
語
巻
之
一
・
二
～
三
頁
。

29　
『
四
書
句
読
大
全
』（
前
掲
）・
第
四
巻
・
論
語
下
・
論
語
巻
之
十
七
・
二
四
頁
。

30　

同
前
・
第
四
巻
・
論
語
下
・
論
語
巻
之
十
五
・
四
七
～
四
八
頁
。

31　

掇
話
子
丑
・『
山
鹿
素
行
全
集
思
想
篇
』（
前
掲
）・
十
一
・
三
三
九
頁
。

32　

拙
稿
・
註
1
論
文
参
照
。

33　

�

山
鹿
語
類
・『
山
鹿
素
行
全
集
思
想
篇
』（
前
掲
）・
十
・
二
一
八
頁
。
拙
稿
・
註
１

論
文
参
照
。

34　

山
鹿
語
類
・『
山
鹿
素
行
全
集
思
想
篇
』（
前
掲
）・
十
・
一
九
八
頁
。

35　

同
前
・
十
・
二
三
〇
～
二
三
一
頁
。

36　

同
前
・
十
・
二
二
八
～
二
二
九
頁
。

37　

同
前
・
十
・
二
二
九
頁
。

38　

同
前
・
十
・
三
〇
七
頁
。

39　

同
前
・
十
・
二
三
一
～
二
三
二
頁
。

40　

同
前
・
十
・
二
三
九
頁
。

41　

同
前
・
十
・
二
七
一
頁
。

42　

同
前
・
十
・
二
七
二
頁
。

43　

�

拙
稿
「
山
鹿
素
行
の
学
習
観
―
「
聖
学
」
の
方
法
論
を
中
心
に
―
」（
工
学
院
大
学

共
通
課
程
研
究
論
叢
第
三
三
号
・
一
九
九
五
年
十
二
月
）
参
照
。　

44　

山
鹿
語
類
・『
山
鹿
素
行
全
集
思
想
篇
』（
前
掲
）・
十
・
三
〇
五
～
三
〇
六
頁
。

45　

同
前
・
十
・
三
〇
六
頁
。

46　

同
前
・
十
・
二
九
二
頁
。

47　

同
前
・
十
・
二
三
八
頁
。

48　

同
前
・
十
・
二
四
一
～
二
四
二
頁
。

49　

同
前
・
十
・
三
四
三
頁
。

50　

謫
居
随
筆
・『
山
鹿
素
行
全
集
思
想
篇
』（
前
掲
）・
十
二
・
五
三
〇
頁
。

51　

山
鹿
語
類
・『
山
鹿
素
行
全
集
思
想
篇
』（
前
掲
）・
十
・
二
九
〇
～
二
九
一
頁
。

52　

同
前
・
十
・
二
九
九
頁
。

48
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二
三

47

53　

�

四
書
句
読
大
全
・『
四
書
句
読
大
全
』（
前
掲
）・
第
四
巻
・
論
語
下
・
論
語
巻
之
十
七
・

四
九
頁
。

54　
�

山
鹿
語
類
・『
山
鹿
素
行
全
集
思
想
篇
』（
前
掲
）・
十
・
二
七
八
頁
。
同
前
・
十
・

四
〇
六
頁
参
照
。　

55　

同
前
・
十
・
二
九
〇
～
二
九
一
頁
。

56　

同
前
・
十
・
二
九
一
頁
。

57　

同
前
。

58　

同
前
・
十
・
二
九
二
頁
。

59　

同
前
・
十
・
二
九
七
頁
。

60　

同
前
・
十
・
二
九
三
頁
。

61　

�

謫
居
童
問
・『
山
鹿
素
行
全
集
思
想
篇
』（
前
掲
）・
十
二
・
二
六
～
二
八
頁
。
拙
稿
「
山

鹿
素
行
の
児
童
教
育
論
―
児
童
理
解
と
教
育
方
法
を
中
心
と
し
て
―
」（
早
稲
田
大

学
大
学
院
文
学
研
究
科
紀
要
別
冊
第
十
一
集
・
一
九
八
四
年
）
参
照
。

62　

�

山
鹿
語
類
・『
山
鹿
素
行
全
集
思
想
篇
』（
前
掲
）・
十
・
二
三
八
頁
。
拙
稿
・
註
１

論
文
参
照
。

63　

山
鹿
語
類
・『
山
鹿
素
行
全
集
思
想
篇
』（
前
掲
）・
十
・
二
四
頁
。

64　

同
前
・
十
・
二
七
頁
。

65　

�

同
前
・
十
・
四
三
頁
。
と
こ
ろ
で
素
行
に
お
い
て
、「
五
行
相
尅
」
論
と
し
て
次
の

よ
う
な
社
会
秩
序
の
論
と
し
て
述
べ
ら
れ
る
面
も
あ
る
。「
人
民
日
用
の
間
、
敬
以

て
戒
め
厳
以
て
荘
に
、
父
兄
以
て
教
へ
師
友
以
て
輔
け
、
君
臣
相
対
し
上
下
以
て
位

す
る
、
皆
相
尅
配
偶
の
道
な
り
。」（
同
前
・
十
・
四
七
頁
。）。

66　

同
前
・
十
・
二
五
頁
。

67　

同
前
・
十
・
四
三
頁
。

68　

同
前
・
十
・
二
七
頁
。

69　

同
前
・
十
・
三
三
頁
。

70　

�

四
書
句
読
大
全
・『
四
書
句
読
大
全
』（
前
掲
）・
第
二
巻
・
論
語
上
・
論
語
巻
之
二
・

一
三
～
一
四
頁
。

71　

山
鹿
語
類
・『
山
鹿
素
行
全
集
思
想
篇
』（
前
掲
）・
同
前
・
十
・
三
七
頁
。

72　

同
前
・
十
・
三
九
頁
。

73　

同
前
・
十
・
四
三
頁
。

74　

同
前
・
十
・
四
九
～
五
〇
頁
。

（
う
ち
や
ま　

む
ね
あ
き　

本
学
准
教
授
）
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